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１ ㈱あいのう流通センター
https://ainou.co.jp/

２ 生活協同組合アイチョイス
https://ichoice-coop.com/

３ 旬楽膳（しゅんらくぜん）
http://shun-rakuzen.com/

４ 土の香市場 ハラペコあおむし
http://harapeko.mie.jp/harapeko/

５ ㈱ヘルシーメイト
http://www.healthymate.jp/

６ ㈱yaotomi
https://www.yaotomi831.jp/

７ 自然食品店 わらべ村
https://www.warabemura.net/

８ レストラン ペルージュ
https://perouges.nagoya/

この冊子をお手にしていただきありがとうございます。
事例集のお店のホームページをご案内しますので、ご関心

がある方は合わせてご覧ください。



（令和５年５月作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有機農産物等を扱うお店 

 東海農政局では、より多くの消費者の方に有機農産

物や環境にやさしい農産物に興味を持っていただくた

め、管内で有機農産物を扱う小売店、外食店の方から

きっかけや各店の創意工夫、今後の方針などを聞き取

り、優良事例集として取りまとめました。 

 小売店、外食店の皆さんの思いが詰まった優良事例

集となっていますので、是非、ご一読ください。 

【掲載している事業者】 

愛農流通センター、生活協同組合アイチョイス、旬楽膳、ハラペ

コあおむし、ヘルシーメイト、yaotomi、わらべ村・桜井食品、

レストランペルージュ 

【お問合せ先】 
東海農政局 
経営・事業支援部食品企業課（TEL052-746-6430） 
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株式会社愛農流通センター 

◆愛知県名古屋市天白区 

 
 
 
 
 

 
●愛農流通センターの設立の経緯 

三重県に本部がある公益財団法人全国愛

農会は、「農業で地域を盛り上げて、活性化さ

せること」を「愛農運動」として、戦後間もない

1945 年から取り組んできた。愛農運動を広げ

ていくためには教育が必要だと考え、1963 年に

愛農学園農業高等学校（以下、愛農高校）を

設立、担い手育成にも力を注いできた。設立当

初は先進的な農業を目指していたが、1972 年

以降は有機栽培を指向するようになった。 

愛農流通センターを設立し、初代社長となっ

た池野雅道さんも、愛知県小原村（現在の豊

田市）で父の代から愛農運動に携わるとともに、

養鶏及び水稲栽培を行っていた。鶏のえさは

内容が明確なものを使い、卵の味についても高

い評価を得ていたが、農協を通じて出荷する際

の価格に納得できずにいた。 

また、有機農業に取り組んでいる仲間たちも、

納得できる価格で販売できる売先を探すのに

苦労していたことから、「農家が直接消費者と

直接つながるしかない」と産直販売に取り組む

こととした。 

農家が一口 5 万円ずつ出資し、1982 年に

愛農流通センターを設立、池野さんが初代の

社長となった。東京都や大阪府でも愛農組織

が生まれたが、農家が中心となり設立したのは

愛知県だけだ。 

有機農業が理解を得るのは難しい時代だっ 

 

たが、有機農産物に興味を持つ消費者も現れ

るようになってきていた。 

愛農流通センターの基盤には愛農運動があ

り、現在、代表取締役を務める江端貴さんをは

じめ、多くの愛農高校卒業生が同センターの運

営を担っている。 

「周囲にがんばっている愛農高校卒業生が

大勢いるから、僕らもやっていける。精神的な

支えとしても大きい。」と江端さんは力を込める。

また、後継者がいる農家も多いという。 

 

●農家が再生産できる価格を大切に 

取引のある農家は約 70 戸。加工品は約

200 事業者に及ぶ。仕入は、愛農高校の卒業

生や卒業生の紹介先が多い。 

農家と年に数回、生産する農作物や面積、

出荷時期について打合せを行ってから、契約し

ており、契約した面積で生産された農作物は全

量買取りをしている。 

「仕入価格の設定は、基本的に農家が再生

産できる価格としています。相場は一切関係な

し。こちらから価格を決めることはありません。農

家から希望する価格を提示してもらっていま

す。」 

仕入価格に自社のマージンを加え販売価格

としており、年間を通して販売価格に大きな変

動はない。不作等で市場価格が高くなれば割

一番大切な仕事は、有機農家がつくった農産物を、 

いかに売り切って利益を残すか。 

70年以上にわたる愛農活動を基盤にして、有機農家がつ

くった農産物を売切ることに力を注いできた。愛農高校で

学んだ卒業生たちが農業で地域を盛り上げるだけでなく、

新たな農業後継者を育てることにも力を注いでいる。有

機農家を支える思いを強く持つ流通組織。 江端 貴さん 



2 
 

安感から売上は増加するものの、豊作等で市

場価格が下がれば売上は減少し、安定した利

益確保が難しいのが悩みだ。 

「僕らの仕事は、生産や販売のための調整

役です。農家がつくったもの、僕らが加工したも

のをいかに売切って利益を出すかが一番の仕

事だと思っています。」 

 

●小売りと卸売をバランス良く 

会社としては 40 期目を迎えた。開始当初は

小売だけだったが、その 2～3 年後に生協への

卸売を開始。生協の規模拡大に足並みをそろ

え、売上が伸びていった。 

売上は 15～16 年前まで順調で、ピーク時は

9 億 7 千万円ほどあったものの、現在は約７億

３千万円と２割ほど減少している。 

「理由は明確で、有機農産物がメジャーにな

り大手事業者が取扱いを始め、また、ネット販

売も増えたからで、それまでは競合相手が存在

しなかったからです。」 

 現在は売上の 1/2 が宅配と店舗での小売、

生協への卸売が 1/4、問屋への卸売が 1/4 と

なっている。 

 この他にも、お客様と農家の繋がりを深めるた

め、月２回のマルシェや収穫体験等のイベントも

開催している。 

 

●組織内で 6 次産業化が完結 

現在は、前述の小売・卸売のほか、精米工

場、食鳥処理施設、パック詰め施設を自社で

持っており、瓶詰や菓子などの製造も行ってい

る。「愛農ネット本部という会社を設立し、農家

が生産する中で発生する余剰分や B 級品の加

工・販売を行っています。農産物はどうしても出

荷量や品質にばらつきがでるため、販売しきれ

ない分が発生します。でも、加工品にすることで

ロスを減らすことができます。自社で６次産業が

完結しているのが強みです。」 

 

●有機でやってきた畑を守りたい 

愛農流通センターは小売販売からスタートし

たが、現在は有機農産物を生産する農家が、

後継者不足等のため離農する場合に、土地、

施設等を借受け、自社で営農する取り組みも

行っており、2 つの自社農場を経営している。 

農業が抱える最大の問題は、農業就業人口

の減少と高齢化だと江端さんは考えている。 

「僕らがいま考えているのは、販売・流通に一

区切りつけるということです。それは、販売・流

通をやめるということではなく、一次産業・二次

産業に直接携るべきではないかということです。」 

現在、運営している 2 つの自社農場の運営

を通じ、経営や雇用の難しさを感じているが、有

機農業に取り組んでいる農家の畑を守りたいと

いう思いも強い。 

「売先は増えましたが、取引している農家は

減少傾向です。更に、生産資材もエネルギーも

海外だけに頼っていてはだめなこともわかってき

ました。今後とも、自社で一次産業に少しでも

取り組めるような組織にしていきたいと思います。

また、就農を希望する愛農高校の卒業生と離

農予定の農家を結びつけるなど、取り組むべき

課題はまだまだあると考えます。」 

■株式会社 愛農流通センター 

代表者：江端 貴（代表取締役） 

所在地：愛知県名古屋市天白区井口 

2-903 

創業：1982 年 

事業形態：有機宅配・卸業・店舗（天白店） 

あいのう天白店 
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◆愛知県名古屋市 

 
 
 
 
 
 
 
 

●「志」が同じ 3 生協から成る「事業連合」 

アイチョイスは 2011 年に設立された「生協事業

連合」だ。生協は県域・職域で活動が制限されてお

り、広域で事業に取り組む場合には他生協と共同

で生協事業連合を組織する必要がある。 

 アイチョイスの場合、愛知県尾張地区・三河地区、

静岡県遠州地区を事業エリアとする「➀あいち生活

協同組合」、岐阜を事業エリアとする「②生活協同

組合アイチョイス岐阜」の 2 生協で 2011 年に事業

連合を設立。その後 2020 年に愛知県尾張地区・

海部地区・名古屋市の一部を事業エリアとする「➂

一宮生活協同組合」が参加。あえて店舗をもたない

ことで、店舗の運営費用がかからず、食品廃棄につ

ながらないことを選択した3生協から成っている。 

この事業連合の名称がアイチョイスであり、商品

開発・企画・仕入・配送など、共同購入事業全般を

担っている。 

 アイチョイス商品部係長の神谷清光さんは、「組合

員の中心は、子育て中や家族の健康を願う主婦。

『有機農産物』に対し、意識が高い組合員さんが多

くいらっしゃいます。 

 3 生協は地域に密着する生協として、安全・安心

な商品を組合員の代わりに探し、ジャッジし、提供

しているという自負があります。全国に小さな点と

してちらばる有機栽培生産者をつなぐ共同物流を

実現したことでコストを下げ、毎週買える価格で提 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供しています。」と説明する。 

 

●生産努力の“見える化”と買いやすい価格 

有機 JAS 認証が制定された 2000 年以降、

認定マークを付けた有機農産物を少量ながら

扱うようになった。 

仕入先は全国にあるが、すべての農家と直

接取引しているわけではない。アイチョイスグル

ープの職員が常に全国を回って、生産量や取

扱量などの調整を行っているが、すべて同様に

対応をするのはハードルが高い。特に有機農産

物については、必要な量を信頼できる農家から

仕入れ、注文のあった必要量を届けてくれる帳

合先（特定の卸売業者）との連携が必要となる。 

物流に帳合先が入ると、数量の調整役の役

割を果たし、発注した側は余分な在庫を持たな

いことがメリットとなる。しかし流通経費に転嫁さ

れて価格が上昇することから、できるだけ農家

に負担をかけない独自の取り決めを行い調整し

ている。 

そのため、一般市場価格に左右されない、

安定した価格で組合員に提供できるのだ。 

「有機農産物の加工品は目にするようになり

ましたが、有機農産物はどこでも購入できるとい

うわけではありません。組合員に配布する商品

カタログでは有機 JAS・農薬不使用（認証を取

有機野菜の価格には理由があり、決して高くない。 

組合員の理解で、有機野菜の取扱割合は 58％に増加。 

生活協同組合連合会アイチョイス 

生協はどれも同じではないことを、ご存じだろうか？

スローガンやビジョンなどは生協ごとに異なり、アイチョ

イスは地域でも「安心・安全」へのこだわりが強いことに

定評がある。 

有機野菜については【有機 JAS】制定以前から、有機

栽培の農産物を取扱ってきた。コツコツと全国から集め

る一方、有機野菜生産者の育成にも着手している。 
神谷 清光さん 
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得していないもの）・化学肥料不使用・特別栽

培以上・ネオニコチノイド農薬不使用・ゲノム編

集されていな作物などが一目で分かるように、

農産物それぞれに表示しています。」 

現在、有機農産物と農薬節減の野菜の割合

は、キノコ類を含めて野菜全体の 58％。毎週

扱う全95品の農産物のうち55品が該当する。

内訳は 20 品が有機 JAS 認証、35 品は農薬

不使用となっており、今後は 70％以上に増やし

たいと考えている。 

なお、組合員向けのカタログの青果物欄では、

有機農産物が最初に掲載されており力の入れ

方が伝わってくる。 

 

●有機栽培の現実を伝えるのも仕事 

「生協の現在の仕組みは、農家さん泣かせ

の面があります。カタログを作るのは 1 ケ月前で、

それ以降は変更ができない。出荷したくてもサ

イズが小さかったり、見栄えが悪かったりというこ

ともあるし、良いできだと思っていたら直前にゲリ

ラ豪雨に遭い出荷できないこともあります。代替

商品をご用意できることもありますが、有機や農

薬不使用の商品を急に出荷できる生産者は非

常に少ないのが現実です。」 

こうした状況に向き合っていくには、どうしても

組合員の理解が必要になる。神谷さんは組合

員向けのリモート勉強会で、「生産者の方が農

業に意欲をもって取り組んでいるように、組合員

の方も温かい目で、『支援する』という気持ちで

ご購入いただければうれしいです。」と呼びかけ

ている。それに対して組合員からも次のような

反応が寄せられていた。 

「注文した野菜が届かない時は残念に思い、

自分で買いにいけば手に入るかもしれないし、

生協を止めようか迷ったこともありました。でも、

収穫できなくて残念な気持ちは作り手の農家さ

んだって同じで、自然を相手に生産する野菜や

果物なのだから、収穫できないことがあったり、

大きさが様々になったりするのは仕方ないと、

今日改めて気づきました。」 

伝えることで、組合員の理解も深まっている。 

 

●楽しく、稼げる有機栽培のために 

 生産現場で生産者と日々接する神谷さんは 

「有機農産物を生産している農家の方は、生産

から販売まで自分でやる人が多い。そうせざる

を得なかったという面はあるが、野菜作りはプロ

でも、実際に販売まで上手くできる人は多くない。

農家は生産に専念して、販売については商売

が得意な人に任せるようにしていった方が良い

と思っています。」 

 一方で、有機農業の今後の可能性には、期

待も持っている。 

 「有機農業はもうからないというイメージがあり

ますが、やり方次第だと思っています。有機栽

培で丁寧な土づくりを行い、生産効率の高い農

家さんもいます。こうした知見もアイチョイスには

貯まってきているので、これを広めることも役割

ではないかと思います。２年前から熊本県に

「有機の学校」を開校し有機栽培を学べるカリ

キュラムを組んでいます。生産者が良い野菜づ

くりに十分な時間を掛け、アイチョイスのようなプ

ラットフォームを介して必要な人に届ける…こう

したサイクルを太く強くしていけば、有機農業の

世界はもっと楽しく、誰もがやってみたい仕事に

なると信じています。」 

 

 

 

 

 

 

■生活協同組合連合会アイチョイス 

代表者：大宮 隆博（理事長） 

所在地：愛知県名古屋市南区薬師通 1-14 

創業：2011 年 

事業形態：生協事業連合（宅配） 
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旬楽膳 ◆愛知県一宮市 

 

 

 

 

 

●有機農産物をメインに据えた店舗づくり 

旬楽膳は愛知県内に 5 店舗を持つオーガニ

ック＆ナチュラルフードストア。愛知県を中心に

3 業態 83 店舗を運営する大型スーパーマー

ケット「株式会社カネスエ」が母体となっている。

今尾幸造さんは 2000 年の準備段階から関わ

り、2001 年に最初の店舗を立ち上げた。 

「旬楽膳をはじめる前のカネスエにいた頃、

有名ホテルのシェフに『おいしい野菜がある』と

有機野菜の存在を教えられ、その時はじめて知

りました。『じゃあ、一度売ってみるか』と仕入て

みたものの、全然売れませんでした。有機農産

物と慣行農産物を並べても説明しにくいし、売り

にくい。両方が混在している状態では売れない

と実感しました。」 

 旬楽膳の立ち上げが決まってから、さまざま

な有機農業者とつながりを持っている農業者と

ともに全国の産地を回って、有機農業を学びつ

つ準備を進めた。 

「旬楽膳をはじめるとき、『野菜は有機をメイ

ンにする』というコンセプトは決めていました。最

初の頃は慣行栽培や特別栽培の野菜もありま

したが、今は 9 割以上が有機農産物です。当

初は生産者に有機 JAS 認証を求めていました

が、今は求めていません。」 

その理由として、「有機 JAS 認証制度は、事

務的、金銭的に生産者にはハードルが高いと感

じる。」ことを挙げた。「有機農業を目指す生産

者にとって、負担が少なく取り組みやすい認証

であるなら意味がある。」とも話す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、旬楽膳の店舗では独自の基準で、栽

培状況を消費者に分かりやすく示している。有

機 JAS 認証を求めなくなったことで、仕入農家

の幅は広がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

●一番旬なものが並ぶ売り場づくりを大切に 

農産物の仕入は、大きく分けて 2 つのルート

がある。全体の７割程度は全国 37 の法人・グ

ループ・生産者から直接仕入ており、残りの大

いま農家が出荷できる野菜をそろえることで、 

結果的に、旬の最もおいしい野菜が店頭に並びます。 

今尾 幸造さん 

5 店舗を抱える愛知県最大のオーガニックスーパー。有機認証を

求めず、独自のランク付けで栽培状況を消費者に提示している。 

全国の生産者とつながりを持っているが、最近は、地場の若手生

産者も大切に育てている。 

旬楽膳の当たり前 

1 野菜・果物はほぼ有機農産物だけ! 

有機 JAS 農産物及び栽培期間中に化学合成農

薬、化学合成肥料を不使用の野菜・果物を販売し

ます。 

2 「夏には夏の」「冬には冬の」が基本。 

ほぼ有機だから、その季節にできないものは扱いま

せん。 

3 形や大きさは揃っていません。 

畑には大きなものも、小さなものもあります。なるべ

く全部いただいています。 
 
旬楽膳の野菜・果物には栽培方法等がわかる

ように、値札の右上に色で表示をしています。 

●有機 JAS 農産物又は、栽培期間中に化学 

合成農薬、化学合成肥料を使用しないで栽 

培したもの。 

●栽培期間中、化学合成農薬、化学合成肥料

を減らして栽培したもの。 

●収穫後に防カビ剤や防腐剤を使っていない 
もの。 
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部分は有機農産物を扱っている大きな業務用

卸会社から調達している。創業当時から、業務

用卸会社には自社でできないところを補っても

らっている。 

今尾さんは通常のスーパーマーケットの商品

構成や売場を一度忘れるよう、7 人の社員と

160 人のパートナー（パートタイマー）に伝えてい

る。時期を考えずに、「きゅうりがなくちゃだめ」

「トマトが必要」と考えていると、きゅうりが 100 本

売れたら 100 本発注することになるが、今農家

が出荷可能な旬の野菜を並べることが大切で、

無理して出荷してもらうことをしなくでよいと説く。 

「結果的に旬の時期の最も良い野菜が店頭

に並ぶことになる。売場の構成は年中変わるけ

れども、お客様に良いものが届けられるわけだ

から、お互いに良いと思います。」 

 

●ふぞろいのススメ 

最近、スーパーマーケットの売場の平均面積

は 500〜600 坪にまで拡大している。そのよう

な状況では、お客様の目に触れないものが売

れないのは当然のことだ。気づいてもらうにはど

うするか。 

「そのため、『ふぞろいなものを揃えよう』とい

うのが、今取り組んでいること。いろいろな大きさ

の野菜が混在している状態にしておかないと、

良さが見えないのではないでしょうか。」 

産地できれいにパッケージングしたものばかり

ではなく、バラで出荷してもらって、店舗で並べ

たり袋詰めしたりするものがあっていいというのが

今尾さんの考えだ。それは生産者の労力削減

に直結する。 

「慣行栽培でも有機栽培でも同様ですが、生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産者の労力の中で、収穫後の出荷のための選

別作業ほど、切なくて無駄なのはないと思って

います。」 

虫食いの葉や黄色い葉を取りながら収穫し、

選別・洗浄・計量して袋に詰める。生産者に聞く

と、収穫作業と収穫後の作業に掛かる時間の

比率は 1：2 だという。 

旬楽膳に出荷している共同出荷グループ「な

のはなこ」の佐々木正前代表は、「オクラのよう

な野菜だと特に袋詰めに手間がかかるので、翌

日出荷を前提に作業することが多くなります。で

も、収穫してそのまま箱やコンテナに入れて出

荷できるのであれば、作業時間が大幅に減り、

その日のうちに鮮度の良い状態で出荷できる。

お互いに良いことだと思うし、生産者にとってあ

りがたいですね。」と高く評価する。 

今尾さんは言う。「生産者が無駄に選別する

必要はないと思う。 

『旬楽膳の当たり前』にあるように、畑では野

菜の形や大きさは揃っていないのが普通で、お

客さんもそういう情報を知ることで、新たな発見

があるのではないか。本来は、我々がもっとそう

いう情報をお客に伝えていくべきだと考えます。

今は SNS などの手軽な手段がありますから。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

■旬楽膳  

代表：牛田彰（株式会社カネスエ代表取締役） 

所在地:愛知県一宮市八幡 4-1-1 

創業：2001 年創業 

事業形態：オーガニックスーパー 

店舗：一宮八幡店、名古屋地アミ店、 

滝ノ水店、石川橋店、日進店 
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土の香市場 ハラペコあおむし 

◆三重県名張市 

 

 

 

 

 

 

 

●移動販売から店舗へ 

名張市には自然農で知られる川口由一さん

がはじめた「赤目自然農塾」があり、自然農塾

のつながりで名張に移住してきた人も多く住む。 

隣接する伊賀市には、公益社団法人全国愛

農会（以下、愛農会）と愛農学園農業高等学

校（以下、愛農高校）があり、有機農家も多い。

その結果、さまざまな人が、さまざまな形でオー

ガニックを盛り上げる地域となっていて、人口 7

万 6 千人の名張市内に有機農産物を扱う店が

4 つもあるのだという。 

 その一つである「ハラペコあおむし」を運営して

いるのは葛原結実さん。父は、愛農高校の前

校長の奥田信夫さん。母も愛農高校を共に支

えてきた美和子さんで、葛原さんも愛農高校の

卒業生だ。 

母の美和子さんは30年以上前から、近隣の

有機農家や愛農高校の生徒が栽培した野菜を

集め、週に 1 回 2 トントラックに載せて移動販売

を行っていた。それがハラペコあおむしの前身

で、店舗を設立したのは 2002 年、葛原さんが

本格的に関わったのは 2010 年のことだ。 

「母には『愛農高校のお野菜を売りたい』という

気持ちがあったと思います。その後、野菜だけ

ではなく、添加物が入ってない加工品も販売す

るようになり、少しずつ規模拡大していきました。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●売り上げより大切なこと 

「母が売上よりも、農家の方をリスペクトしてい

ることを私も見てきたし、愛農高校で学んだこと

で、私も農家の方を本当にリスペクトしています。

同級生にもいっぱい農家の方がいるので、彼ら

が生産する農産物を販売する喜びは何にも代

えられません。仕入時に生産者の思いが詰まっ

た農産物を受け取り、それを売るというのはすご

い感動的なことです。そういう気持ちを大事にし

ています。」 

現在、売上は年４～５千万円ほどあるものの、

経営的は厳しい状況だ。だが、葛原さんは母の

美和子さんと同じように、売上よりも大切にして

いることがある。「誰かの役に立つという喜びは

何にも変えられません。」 

仕入のかなりの部分は愛農流通センターや

愛農高校の卒業生、そして地元の有機農家の

ネットワークによるものだ。愛農会は農家の育成

と後継者の支援に力を入れてきたが、有機農

業推進法制定後の 2009 年から地域ぐるみで

農林水産省の「有機農業モデルタウン事業」に

取り組み、それまで点在していた伊賀・名張地

域の農家のネットワークを形成した。それが現

在の店の仕入を支える存在となっている。 

加工品も含めて登録している仕入先は約

120 先だが、季節で取引先は変わり、常時取

引しているのは約 60 先程度になる。仕入はほ

「農家の役に立ちたい」という思いで母がはじ

めた移動販売が店に発展。母から引き継いだ

店を、地元が大好きな長女が地域密着型で

運営している。 

背景には、有機農業がさかんな風土と有機に

取り組む農業高校の存在もある。 

リスペクトする農家がつくった農産物の背景を伝えて、 

農家のファンを増やしていきたい。 

奥田美和子さん・葛原結実さん（右） 
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ぼ葛原さんが担当している。美和子さんの取り

組みを見ていたので、「農家の方をできるだけ

応援したい。」という気持ちで取り組んでいる。 

仕入時の運送料は当店が負担し、また、販

売は委託販売ではなく、買取販売としている。

「できるだけ農家の方に負担をかけないようにし

て、どう利益をだすかが私の役割です。本当に

戦いですね。母には父がいたし、私も夫がいる

からできていることです。経営的には厳しい状況

ですので、普通の感覚だったらやめるかもしれ

ませんが、母も執念で続けていたので私も頑張

っています。」 

 

●兄弟の支援が大きな力に 

「通販の需要は感じていて考えたこともあるの

ですが、私は伊賀と名張がとても好きなので、

まずは地元の方たちの役に立ちたい。直接顔が

見える消費者の方を大事にしたいし、自分は通

販よりそっちの方が向いているなと思っていて、

名張市で店をしているということを大事にしてい

ます。」 

 2014 年から駐車場を使って、毎週水曜日と

第 2 土曜日に「ハラペコ里の市」と名付けたマ

ルシェを開催している。出店は生産者のほか、

飲食関係者も参加している。 

「普段は私たちが農家さんに代わって販売し

ていますが、作り手とお客さんが直接会うことも

大切と思いはじめました。マルシェでは農家の

方の顔を見て、会話をしてもらうことが第一で、

それが農家の方を応援することに繋がります。

現在、マルシェには 10～13 店舗が出店してい

ます。」 

PR は facebook・インスタグラム・ホームペー

ジ等の SNS を使うが、情報の更新は後回しに 

 

 

 

 

 

 

なりがちなため、愛農高校出身の弟の奥さんが

担当してくれている。「愛農高校出身者は一言

いえば全てが伝わり、私にとって最高のスタッフ

です。SNS への投稿は思を伝えることがすごく

大事なので、それを理解して伝えてくれている

人がいるのがありがたいです。スタッフも愛農の

先生の奥さんや愛農会に勤めていた人が多く、

私の兄弟の奥さんもデザインなどで協力しても

らっています。愛農高校は全寮制ですので、絆

は強いです。」 

 

●地域に貢献できることが喜び 

店舗の設立に協力してくれた人から、「弱い

存在である『あおむし』を店名に入れて欲しい。」

との提案から、絵本の「はらぺこあおむし」を連

想し、「ハラペコあおむし」という名前が決まった。

「土の香市場」とあるのは、土の香りがするよう

な野菜を売ることができたら、という気持ちが込

められている。 

葛原さんが目指すのは地域に根差す小さな

スーパー。現在も志摩地域から届く海産物を扱

っているが、魚をもっと増やしたいと考えている。

野菜については農家のストーリーを伝えたいし、

それが自分たちの役割と考えている。 

「私たちのお店が楽しければ良いのではなく、

地域に貢献できることが喜びになっていると最

近は思います。だからこそ、地元で頑張ってい

る人たちをもっと知りたいし、応援もしたい。 

有機 JAS 認証がなくても、農家の方の顔が

安心を示す認証の代わりだと思っています。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ハラペコあおむし 

代表者：葛原結実 

所在地：三重県名張市上小波田 1810-6  

創業：2002 年 

事業形態：自然食品店（名張店） 


